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A1)地質環境の初期状態の理解： 

   サイト選定に係る様々な要件を確認するための主に地上からの調査技術を開発 

 変動地形が明瞭でない活断層に係る調査技術 

地下水中の溶存ガスの希ガス同位体のうちヘリウム同位体比（3He/4He比）
を指標とした地球化学的アプローチを提示。 

 地下で遭遇した断層の活動性に係る調査技術 

断層の上盤と下盤について，閉鎖温度の低い放射年代測定法によって数百
万年オーダの断層の平均変位速度を求める方法を提示。 

断層充填鉱物のうち，自生粘土鉱物のK-Ar年代測定システムを開発すると
ともに，代表的な活断層・地質断層を事例に粘土の形成年代を提示。 

 地殻内の震源断層などに係る調査技術 

地殻浅所の不均質性を考慮した微小地震の震源再決定法を提示。 

地磁気・地電流データのS/N比を向上させるためのスタッキング法（特許第
4512790号）および三次元比抵抗構造解析プログラムを作成。 

 内陸部の隆起・侵食速度の算出に係る調査技術 

内陸部の岩体において，閉鎖温度の低い放射年代測定法によって数百万年
オーダの隆起・削剥速度を求める方法を提示。 
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A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 
   数万年以上の長期に及ぶ自然現象（例えば，新たな断層・火山の形成，隆起・侵
食の大きさ）とそれに伴う地質環境の変化を予測・評価するための手法を開発 

地形変化シミュレーション技術の高度化 

復元した古地形を起点としたシミュレーションによる現地形の再現性に基づく
シミュレーション技術の信頼性を提示。 

断層運動に伴う地下水流動系の変化に関する評価技術 

2011年東北地方太平洋沖地震に伴う地殻歪・地下水圧の予測・評価手法
の提示するとともに，地震前後の地下水圧観測データによってその信頼性を
評価。 

超長期における予測・評価手法に関する検討 

地殻変動の一様継続性および線形外挿法による予測・評価の信頼性を評価。 

確率論的手法による新規火山・断層の発生の予測・評価を提示。 

その他（年代測定技術の開発） 

宇宙線生成核種による年代測定法の整備 

(U-Th)/He法，K-Ar法，FT法等の年代測定法の整備 

流体包有物の化学組成に基づくテフラ同定手法の提示 

成果ダイジェスト メッセージ案（地質環境の長期安定性） 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解（処分開始～最終閉鎖に関する意思
決定ポイントへの反映）： 
超長期における予測・評価手法および不確実性の評価手法の開発 

 
A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解（処分開始～追加対策に関する意思決
定ポイントへの反映）： 
施設閉鎖時後の自然現象による影響を把握するためのモニタリング技術の整

備 

今後の課題 メッセージ案（地質環境の長期安定性） 
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